
 
 
 
 
 
 
 

『 ＦＸＣｏｍｐａｓｓの活用法 』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



チャートの表示 
 
（１）チャート表示 

ａ．メニュー「チャート」－「チャート表示」 
ｂ．右クリックメニュー「チャート表示」 
ｃ． 

 
チャートを表示する基本メニューです。１銘柄を様々に分析する場合に使用します。 
５分足、１時間足など、１分足から月足までの中からローソク足の期間を選択すること

が可能です。 
テクニカル指標を選択してローソク足と同時に表示することができます。 
テンプレートを使用して表示することも可能です。 

 
（２）ＦＸコンパス分析 

ａ．メニュー「ＦＸコンパス分析」 
ｂ．右クリックメニュー「ＦＸコンパス分析」 
ｃ． 

 
複数銘柄を同じ画面で分析する場合に使用します。 
ボタンに各種の分析パターンが登録されていますので、ワンクリックで複数銘柄の分析

が可能です。 
日足、週足、月足のみに対応しております。 

 
（３）銘柄選択 

ａ．メニュー「グラフ加工」－「銘柄選択」 
ｂ．右クリックメニュー「銘柄選択」 
ｃ． 

 
現在、表示されている銘柄を変更する場合に使用します。 
ローソク足の期間やテクニカル指標などのチャートのパターンは、現在のものが継承さ

れます。 
チャートが表示されていない場合は選択した銘柄のデフォルトチャートを表示します。 

 
（４）期間変更（分足、時間足変更） 

ａ． 
 

現在、表示されているローソク足の期間を変更する場合に使用します。 
１分足、５分足、１０分足、１時間足、４時間足、日足、週足、月足に対応しています。 
週足、月足はリアルタイム更新されません。 



テクニカル指標の表示 
 
（１）ローソク足とテクニカル指標を同時に表示する 

ａ．メニュー「チャート」－「チャート表示」 
 

チャートを表示する時に、ローソク足と一緒にテクニカル指標も表示する。 
同時に８種類までテクニカル指標を表示することが可能です。 

 
（２）テクニカル指標を追加表示する 

ａ．メニュー「グラフ加工」－「指標追加」 
ｂ．右クリックメニュー「指標追加」 

 
テクニカル指標のリストから表示したい指標を選択して表示します。 
追加されたテクニカル指標は、チャート画面の最下段に表示されます。 

 
（３）テクニカル指標を変更（消去）する 

ａ．右クリックメニュー「指標変更・消去」 
 

表示されているチャートの日数設定を変更する場合や消去する場合に使用します。 
変更したいテクニカル指標が描かれている場所で、マウスを右クリックします。 

 
（４）日数設定を変更する 

ａ．メニュー「グラフ加工」－「日数設定変更」 
ｂ．右クリックメニュー「日数設定変更」 

 
表示されているチャートの日数設定を変更する場合に使用します。 
日数のパラメータボックスに、新しい日数を入力します。 
変更された設定は、現在表示されているチャートにのみ有効になります。 
 
移動平均線の本数を変更したりする場合にもこのメニューを使用します。 

 
（５）テクニカル指標の設定変更を継続させる 

ａ．メニュー「設定」－「テクニカル指標設定」 
 

変更したいテクニカル指標をリストから選択します。 
日数を変更後、ＯＫボタンを押しますと今回の起動中は変更が有効になります。 
保存ボタンを押して設定を保存すると次回からの起動でも継続して有効になります。 
初期値ボタンでいつでもデフォルトの設定に戻せます。 

 



トレンドバーの見方 
 
                     (1)      (2)         (3) 
                        (Ａ) 
                                 ①         ② 
 
 
                      ③ 
      (Ｂ) 
  (4)       (5) 
 
レベル 
 
 
上昇トレンド 
   天井圏       （押し目）          （転換期） 
            短期トレンド上昇 
            長期トレンド上昇      長期トレンド上昇・短期トレンド下降 
 
下降トレンド 
            長期トレンド下降      長期トレンド下降・短期トレンド上昇 
            短期トレンド下降 
   底値圏        （戻り）           （転換期） 
 
相場の変動レンジ 
   トレンド相場 
   ボックス相場 
 
 
・ (1)、(2)、(3)は天井圏、(4)、(5)は底値圏として分析する。 
・ ①、②、③は相場の転換期として分析する。 
・ (Ａ)は押し目、(Ｂ)は戻りとして分析する。 
・ 上昇トレンドの１回目の■の後に現れた■の時は、押し目になりトレンドが継続する可能性が

高い。 
・ 上昇トレンドの１回目の■の時は、トレンドが継続する可能性が高い。 
・ ■・■・■・■の１回目の時は、売買のタイミングとして重要です。 
・ ■が継続している場合は、相場のレンジが小さいので、天井圏や底値圏も■の時よりは、価値

が小さい。 
・ ①、②、③、(Ａ)、(Ｂ)で建玉し、(1)、(2)、(3)、(4)、(5)で決済するという利用方法もあります。 



売買シグナルの特徴と活用のポイント 
 
ボックス相場 
[ 出現位置 ] ■・■の時以外に出る。レベルが■の場合は、■・■の時のみ出る。 

 
・ トレンドフォローのシステム。シグナルの頻度は中程度。途転シグナルではない。 
・ ■・■の時にはシグナルを出さないようにしているので、重要なシグナルが■・■の時に重

なってしまって出ない場合があります。 
・ 相場転換時のトレンド方向確認や建玉する場合のサインとして参考にする。決済には別の売買

システムやテクニカル指標を参考にする。 
・ 相場が揉み合いになった時には頻繁に出るので注意する必要があります。 
・ ■・■の時（１段時）は、相場のトレンドの転換点になっている場合があります。 
・ ■・■の時（２段時）は、押し目や戻りになっている場合が多い。 
 
 
ＭＡＣＤ 
[ 出現位置 ] 全範囲で出るが、シグナルに制限がある。 
 
・ 逆張りシステム。シグナルの頻度は少ない。 
・ ■・■の時には買・売の両方のシグナルが出ますが、■・■（上昇トレンド）では売シグナ

ル、■・■（下降トレンド）では買シグナルのみ出ます。 
・ ひとつの天井圏や底値圏で、２回以上のシグナルが出る場合があるので、注意する必要があり



ます。 
・ 天井と底が交互に出るような相場には強いが、長期の直線的なトレンドには弱い。 

 
・ 天井・底から早い時期に出るので、他のシグナルよりタイムラグが比較的に少ない。 
・ ■・■の時（３段時）に、利食いや建玉する場合の参考にする。建玉する場合は、直前の高値・

安値を参考に損切り設定する。 
 
 
短期売買 
[ 出現位置 ] 制限なく全範囲で出る。 
 
・ トレンドフォローのシステム。シグナルの頻度はやや多い。途転シグナルです。 
・ ■・■の時（３段時）、建玉や落玉の参考にする。 
・ ■・■の時（３段時）に出るシグナルは、ＭＡＣＤシグナルより比較的に少ないが、タイミン

グは少し遅れる。 
・ ■・■の時（３段時）、このシグナルが出たあと乱高下したり、揉み合いになったりする場合

が多い。しばらくはＭＡＣＤや超短期売買など他の逆張りシグナルを参考にすると良いタイミ

ングを見つけられる。（例：東京灯油） 
・ レベルが■の時が長期間継続している時、相場の動きに合わせて建玉する場合の参考にする。

（揉み合い相場がブレイクアウトする方向に建玉するために） 
・ 頻繁にシグナルが出る場合があるので、なるべくロスを出さないように注意する必要がありま

す。 



 
 
平均方向性指数 
[ 出現位置 ] ■・■の時（３段時）で、レベルが■の時に出る。 
 
・ 天井圏・底値圏の終了として参考にする。 
・ 出るタイミングはＭＡＣＤシグナルより遅れる場合が多いが、出る回数はＭＡＣＤより少ない。 
・ 短期売買シグナルが直前・直後に出ている場合は、トレンド終了の確率が高い。 
・ 大相場では何度も引かされるケースもある。 
 
 
トレンドバー 
[ 出現位置 ] ■・■（３段時）の終了時点で出る（■の時）。平均方向性指数（AD）の後にはほ
とんど出る。出ないケースもある。 
 
・ ■・■（３段時）で、他のシグナルを参考にしていたがシグナルが出なかった場合に、参考に

する。 
・ 天井・底からかなりタイムラグがあるので、建玉した場合の損切り設定には注意する。 
・ ■の時は３回目以降がかなり有効。■の時は２回目以降が有効。 
 
 
 



ＲＳＩ 
[ 出現位置 ] 制限なく全範囲で出る。途転のシグナルです。 
 
・ シグナルの周期がトレンドの周期に合っていると、少ないシグナルで的確に転換点を捉える。

■・■（３段時）で、建玉ポイントとして参考にする。 
・ ■・■の時（１段時）と、レベルが■の時のトレンド方向確認や建玉に利用する。この時期に

出るシグナルの数は、短期売買シグナルより少ないのでロスを少なく出来る。 
 
 
トレンド形成 
[ 出現位置 ]  ■・■の時（１段時）と、レベルが■の時に出る。 
 
・ ＲＳＩシグナルと同じシステムで、シグナルの出る場所を■・■の時（１段時）と、レベルが

■の時に限定したものです。 
・ 出る場所を限定しているので、重要なシグナルが抜けてしまう場合があります。 
・ 揉み合い相場からブレイクアウトする動きを捉えるシグナルとして参考にする。 
・ 決済には別の売買シグナルを参考にする。 
 
 
超短期売買 
[ 出現位置 ]  ■・■の時（１段時）は買シグナル、売シグナルの両方出るが、■・■の時（上
昇トレンド）は売シグナル、■・■の時（下降トレンド）は買シグナルのみ出る。途転シグナル

ではない。 
 
・ オシレータ系のシステムで逆張りシステム。シグナルの頻度は多い。揉み合いには強いがトレ

ンドには弱い。 
・ ＭＡＣＤシグナルと同じような時期に出るが、ＭＡＣＤシグナルより早く出る。しかし、回数

はＭＡＣＤより多いので、一長一短です。 
・ レベルが■の時、建玉の参考にする。但し、■の時が長期間継続する場合は、ブレイクアウト

するときに逆張りで引かされないよう、順張りの別シグナルを参考にする。 
・ ■・■の時（３段時）が、２０日前後継続している場合は参考にする価値が高い。 
 
 
ローソク足のデータ期間と売買シグナル・トレンドバー 

 
データ期間を変更することで、より細かい分析ができます。例えば、日足と週足、１時間足と日足、

１時間足と４時間足、５分足と１０分足などです。 
同じ売買シグナルでもデータ期間が違うとシグナルの出る位置が違ってきますので、より早く、よ

り良いタイミングで相場の変化を分析することができます。 




